
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

も

年始に

昨年中

おかげさ

ットワー

また、

め地域で

のとして

これか

や、家族

ってくる

「もだ

している

っていま

これか

そして求

のお力添

があって

さらなる

今後と

 

 

も 
だ

にあたり、今

中は「もだま

さまで湖南４

ークの広が

制度の普及

で福祉活動に

て知っていた

からますます

族の支援が困

るものと思わ

だま」にお寄

るところです

ます。 

からも「もだ

求められる役

添えをいただ

ても「自分ら

る一歩を進め

とも温かいご

新し

だ 
ま

 

今年が皆様に

ま」に様々

４市の成年

りを実感し

及や啓発を

に携わって

ただけるこ

す高齢化が

困難となる

われます。

寄せいただ

すが、相談

だま」は皆

役割にお応

だきながら

らしく生き

めてまいり

ご支援をど

しい

ま 通

にとって素

なご支援・

年後見制度利

ています。

目的として

おられる多

とを大変嬉

が進み、判断

障害者の増

 

だく相談件数

談内容の多様

皆様からお寄

応えするため

、誰もが認

る」ための

たいと思っ

どうぞよろし

年を

通 信

特定
 

〒5

    

    

素敵な一年と

・ご協力を

利用促進事

 

て実施して

多くの方々

嬉しく思っ

断能力の不

増加が予想

数は年々増加

様化もあり

寄せいただ

め、関係機

認知症にな

のお手伝い

っています

しくお願い

を迎

信 

非営利活動

25-0027  草

ｻ

       TE

       E

  

となります

いただきま

業の委託を

います出前

にご参加を

ています。

十分さから

され、成年

加し、今年

相談員数の

く期待と信

関の方々な

っても、障

ができるよ

。 

申し上げま

迎えて
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動法人 成年

草津市野村八丁
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EL：077-598-0

-mail modam

平成

 理事 

よう心から

ましてありが

を受け、皆様

前講座や研修

をいただき、

 

ら生活のしづ

年後見制度の

年度は相談員

の充実は緊急

信頼、 

など 

障害 

よう、 

ます。 

て 

No. 34

年後見センタ

丁目 5 番 19 号

05 号室 

0246   FAX

ma.npo@triton.

成 27 年

 木村 

らお祈り申

がとうござ

様との連携

修会には、

、この制度

づらさを感

の必要性が

員を１名増

急かつ重要

4  

ターもだま

号       

X：077-598-08

ocn.ne.jp 

1 月発行

幸代  

し上げます

ざいました。

携を通したネ

会員様を始

度を身近なも

感じる高齢者

がさらに高ま

増員し対応を

要な課題とな

88 

行 

す。

。

ネ

始

も

者

ま

を

な



 

 

 

 

 

 

 

去る

滋賀県社

相談会」

この相

ブル、債

安などな

祉の専門

予約な

ップで相

当日、

士、社会

しました

このよ

域では初

が、相談

変よか

種と一緒

よかった

新規事

す高齢者

考えてい

最後に

ありがと

１２月６日

社会福祉協議

」を開催しま

相談会の特徴

債務、相続、

なんでも相談

門職が同時に

し、時間制限

相談でき、納

、相談会場で

会福祉士、精

た。 

ような相談会

初めての開催

談会開始前か

った」、「少

緒で、どんな

た。今後も必

事業として取

者、障害者の

います。 

に、ご協力い

とうございま

相談

（土）草津市

議会権利擁護

ました。 

徴は、高齢者

、就労、年金

談いただける

に相談をお受

限なしで、い

納得するまで

では１３室の

精神保健福祉

会は、大津市

催です。予約

から来場者が

少し先に光が

な相談でも受

必要な相談会

取り組んだ相

の権利擁護に

いただきま

ました。 

「高
な

談室 

市役所さわや

護センターと

者や障害者が

金、介護など

る場で、弁護

受けするもの

いろんな複合

で多職種から

の相談室を確

祉士の他、社

市や湖南市、

約制でないた

があり、予想

が見えた様に

受けられると

会だと感じた

相談会でした

に関する問題

した多くの団

高齢者
なん

やか保健セン

との共催で

が、消費者被

どの悩みや心

護士などの司

のです。相談

合的な問題を

らの助言が受

確保し、相談

社協、行政職

、甲賀市など

ために、果た

想以上の２５

に思う」と好

という安心感

た」などの感

たが、次年度

題に対応する

団体、事業所

者・
んでも

ンターにて、

「なんでも

被害やトラ

心配事、不

司法職と福

談は無料、

をワンスト

受けられると

談員には、弁

職員など６０

どですでに取

たしてどれく

５組のご相談

好評でした。

感がある」、

感想が寄せら

度以降も継続

るための仕組

所、社会福祉

障害
も相

相談員

、 

というメリッ

弁護士、司法

０名の協力を

取り組みされ

くらいの方が

談がありまし

。また、スタ

、「相談者に

られました。

続、定着化を

組みづくりを

祉協議会、行

害者
相談会

開催

員控室の様子

ットがありま

法書士、社会

をいただきス

れていますが

が来られるか

した。来場者

タッフからは

に満足してい

。 

をめざし、地

を模索してい

行政の皆様方

者 
会」
催しまし

相談会

子 

ます。 

会保険労務

スタンバイ

が、湖南圏

か配でした

者から「大

は、「多職

いただけて

地域で暮ら

いきたいと

方々本当に

を 
した！

会会



 

～

野洲市生

目的に、お

主活動サー

去る１１

の研修会を

まが講師を

最初に、

の理解、予

切な人が認

大切」であ

この後、

や障害があ

遭うことが

あることや

て制度の理

気な会員さ

知症は他人

かった」な

 

 

去る平

に権利擁

初めに

日から施

があり、

窮者支援

基調講

のかたち

り、地域

最後の

市福祉部

ク上田事

すでに

合わせる

支援をし

 

★

野洲市生

生きがいづく

おおむね６０

ークルで、１

月２７日に

を開催され、

をさせていた

地域包括支

予防、認知症の

認知症になっ

あることを学

もだまより

ある方は、消

が多く、その

や、制度の基

理解を深めて

さん約６０名

人事ではなく

などの感想を

権利
平成２６年１

擁護支援フォ

に厚生労働省

施行になる「

自治体・支

援の仕組み作

講演では大阪

ち」を創造す

域での役割、

のパネルディ

部地域福祉課

事務局長が登

に平成２６年

るのではなく

していかなけ

★研修

生きがい

くりの会は、

０歳以上の高

８の団体で

に、「認知症と

野洲市地域

ただきました

支援センター

の方の接し方

っても、優し

学ばれました

り適切な判断

消費生活被害

のために成年

基本的な説明

ていただきま

名が熱心に聞

く身近な問題

をいただきま

 

利擁護
２月１４日

ォーラム in さ

省社会・援護

「生活困窮者

支援者は対象

作りをしてい

阪市立大学大

する～をテー

権利擁護を各

ィスカッショ

課細井課長、

登壇され、各

年度からモデ

く、行政・専

ければならな

修会・

いづくりの

生きがいと

高齢者が趣味

で運営されて

と成年後見制

域包括支援セ

た。 

ー保健師さん

方などのお話

しく安心でき

た。 

断がしにくい

害や虐待など

年後見制度の

明と後見支援

ました。当日

聞き入ってく

題であるため

ました。 

護支援フ
、堺市総合福

さかいが開催

局地域福祉課

自立支援法の

者に寄り添う

く必要性につ

学院岩間教授

マに、法施行

各人の現状に

ンでは、パネ

堺市社会福祉

々テーマに基

ル事業で取り

門職支援者

いと大いに感

・出前

の会～ 

と健康づくり

味活動を行う

ています。 

制度について

センターとも

んより、認知

話があり、「

きる関わり方

い認知症高齢

どの権利侵害

の利用が必要

援の事例を通

日は、大変お

くださり、「

め、参加して

フォー
福祉会館に於

催されました。

課生活困窮者

の動向と課題

うだけでなく

ついて話され

授より「生活

行後の方向性

に基づき推進

ネリストに東

祉協議会地域

基づき報告が

り組まれてい

・地域支援者

感じました。

前講座

りを

う自

て」

もだ

知症

「大

方が

齢者

害に

要で

通し

お元

「認

てよ

１

２

３

ーラム
於いて「生活

。 

者自立支援室

題」をテーマ

く、時には伴

れました。 

活困窮者支援

性として４・

進していく重要

東大阪成年後

域福祉課所課

がありました

いる自治体は

者が密に連携

 

座★ 

それは、 

認知症っ

１．誰にでもお

２．だんだん進

３．歳のせいで

「お薬」以

ム in さ
活困窮者支援と

室熊木室長よ

マに法の趣旨や

伴走して支える

援と権利擁護」

５年先を見据

要性などにつ

後見支援センタ

課長、全国権利

た。 

はありますが、

携を取り、それ

※保健師さ

まわ

接し

ってどんな

おこる病気で

進行していき

でなく病気で

以上に大切

さかい
と権利擁護」

り、平成２７

や課題・考え

るなど、新し

」～地域に

据えた制度の

ついて講演さ

ター北事務局

利擁護支援ネ

、法や制度に

れぞれの個人

さんのワンポイ

アドバイスよ

わりの方の 

し方です 

な病気？ 
です。 

きます。 

です。 

切なこと 

い
」をテーマ

７年４月１

え方の説明

しい生活困

「支え合い

の仕組み作

されました。 

局長、芦屋

ネットワー

に対象者を

人に合った

イント 

より抜粋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

★ 会

 

 

 
 

※ご

今
後
、
Ｓ
さ
ん
が
今
と
変
わ
り
な
く
安
心
し
て
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
居
場
所
を 

一
緒
に
考
え
、
探
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

理事会

去る 11
第２回理

の制定

審議いた

 

会員募集

ご入会・ご支援

 ●正会

個人

団体

葉
に
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
入
所
を
さ
れ
た
方
の
中
に
は
帰
宅
願
望
が
強
い
方
も
お
ら
れ

ま
す
が
、
Ｓ
さ
ん
に
と
っ
て
の
施
設
は
新
た
な
生
活
の
場
で
あ
り
、
安
心
し
て
暮 

ら
せ
る
「
ご
本
人
の
お
家
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

会を開催しま

1/29（土）

理事会」を開

（出張旅費規

ただきました

集 ★ 

○●○

援の申込みは、

会員年会費● 

人 1 口  ３

体 1 口 １０

す
る
と
、
悲
し
そ
う
に
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
部
屋
に
入
る
と
、
同
室
の
方
が
「
お
帰
り
、
元
気
に
な
っ
た
？
」

と
声
掛
け
し
て
く
だ
さ
り
、
Ｓ
さ
ん
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
Ｓ
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
と
、
施
設
の
中

で
人
と
関
わ
る
楽
し
さ
や
居
心
地
の
良
さ
を
知
り
、
そ
の
気
持
ち
が
「
ず
っ
と
こ
こ
に
い
た
い
」
と
い
う
言

ました！ 

「平成２６年

開催し、規程

規程）につい

た。 

○●トピ

草

も

啓

に

「もだま」の

個人、団体

、所定の振込

      

３，０００円

０，０００円

く
心
配
で
し
た
が

徐
々
に
お
友
達
も
で
き
笑
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃

体
調
不
良
で
入

院
と
な
り
、
退
院
後
は
再
び
同
じ
施
設
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
再
入
所
時
に
Ｓ
さ
ん
は
「
ず
っ
と
こ

の
施
設
に
い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
入
所
期
間
が
決
ま
っ
て
お
り
、
ず
っ
と
い
ら
れ
な
い
こ
と
を
説
明

す
る
と
、
悲
し
そ
う
に
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
部
屋
に
入
る
と
、
同
室
の
方
が
「
お
帰
り
、
元
気
に
な
っ
た
？
」

年度

程類

いて

ピックス●

草津市民ふれ

もりやま市民

啓発活動の一

に参加させて

 

の活動趣旨に

体を問わず皆

込用紙がありま

   ●賛助

円     個

円     団

 

老
人
保
健
施
設
へ
入
所
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

入
所
後
し
ば
ら
く
は
慣
れ
な
い
環
境
の
た
め
か
、
「
神
戸
に
帰
り
た
い
」
と
訴
え
ら
れ
た
り
、
元
気
が
な

く
心
配
で
し
た
が
、
徐
々
に
お
友
達
も
で
き
笑
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
体
調
不
良
で
入

●○●

れあい秋まつ

民活動屋台村

一環として、

ていただきま

にご賛同いただ

皆様の入会を心

ますので事務

助会員年会費

個人 1 口 ２

団体 1 口 ５

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
毎
日
同
じ
服
装
で
、
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
に
お
で
ん
と
お
に
ぎ
り
を
買
い
に
行
か
れ
、

心
配
し
た
店
員
さ
ん
が
市
に
通
報
さ
れ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
一
人
暮
ら
し
の
不
安
が
大
き
く
在
宅
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ご
本
人
と
話
し
合
い
介
護

つり（10/1

村（11/22,2

パネル展示 

ました。 

だける方を募

心よりお待ち

務局までご連絡

● 

２，０００円 

５，０００円 

Ｓ
さ
ん
は
両
親
や
兄
弟
を
亡
く
さ
れ
天
涯
孤
独
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
に
遭
い
、
避
難
所
で
知
り
合
っ

た
方
と
ご
縁
が
あ
っ
て
、
滋
賀
県
へ
来
ら
れ
ま
し
た
。
知
ら
な
い
土
地
で
の
生
活
で
、
唯
一
そ
の
方
が
頼
り

で
し
た
が
、
二
年
前
に
ご
病
気
に
な
ら
れ
お
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。
Ｓ
さ
ん
自
身
も
高
齢
で
、
身
の
周
り
の

8） 

23） 

 

募集をしていま

いたしており

絡下さい。 

Ｓ
さ
ん
（
80
歳
代
）
は
面
会
に
行
く
と
い
つ
も
笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
れ
ま
す

そ
し
て
帰
る
と
き
に
は
「
も

う
帰
る
の
？
」
と
寂
し
そ
う
に
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
以
前
は
引
き
こ
も
り
が
ち
で
支
援
者
に
対
し
て
い
つ

も
不
満
げ
な
態
度
を
と
り
、
笑
顔
も
見
ら
れ
な
い
方
で
し
た
。 

ます。 

ります。 

後 

見 

活 

動 

日 

誌 
Ｓ
さ
ん
（
0

歳
代
）
は
面
会
に
行
く
と
い
つ
も
笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
帰
る
と
き
に
は
「
も


